
 

 

 

令和３年度渡島支部活動報告 

１．コロナ禍の活動報告の目的 

 

 

 

 

 

 

２．コロナ禍における研究推進 

〔①授業づくり〕 

  

  

  

    

 

 

 

 

 

〔②動画による授業研究方式〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔③オンライン研究協議〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡島体育研究会では，研究主題「豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力の育成」

を掲げ，子供が「運動の楽しさに触れた」・「がんばれた」・「共に成長した」と感じることが

できるような体育授業を目指して取り組んでいる。 

１月下旬に第１７回渡島体育研究集会を予定していたが、新型コロナ感染の拡大が全国的に広

がったため、急遽オンラインでの開催に変更した。コロナ禍の中で、渡島支部が進めてきた研究

実践について報告する。 

オンラインでの指導案検討は対面
での指導案検討と遜色なく、焦点
化が図られた議論になった。 

授業者任せにせず、さらに、授業者の
主体性が発揮できるよう、研究部のア
イディアを参考にできるようにした。 

授業者
が単元
を決定 

指導案検討
をうけて指
導案作成 

研究部員が
単元計画を
複数提案 

授業者が研究部員
の単元計画を参考
に単元計画を作成 

オンラインで
の指導案検討 

単元を通して授業動画を撮り溜め編集すること
で、学習過程や子供の変容がわかるようにした。 

少人数で事後研を行うことで、授業の
成果および主張部分を明確にした。 

２学期の時点
で研究部数名
により動画を
撮影 

冬季休業中に授業
者は動画を編集。
授業の提案部分の
明確化 

研究集会では授
業者の意図を聞
きながら、授業
動画を視聴 

撮影を行った
研究部と事後
研究協議 

研究集会実施
計画をスプレ
ッドシートで
作成し共有 

活発な意見交流ができるよう，少人数グ
ループでオンライン協議を実施した。 

スプレッドシートにすべての情報を研
究集会に関する情報を集約した。 

スプレッドシートに指導案や
授業動画 URL，研究協議に
使用するワークシートなどの
リンクをはり、情報を一元化 

Zoomブレイクアウ
トルームの機能を
活用した研究協議 



木古内小学校：橋口 幸彦 教諭 単元：「ポートボール」（ボール運動 ゴール型） 

〔④授業研究〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松前中学校：山吹 遼 教諭 単元：「バスケットボール」（球技 ゴール型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔⑤今年度の成果及び次の一歩〕 

協議内容を分析し、成果および次年度の研究の方向性を整理した。 
 

 

【目指す子供像に迫る手立て】 
□十分な運動量を確保したゲーム中心の学習展開 
□必ずプレイに関われるよう、チームの人数を工夫 
□パスをつないでシュートを決めるという流れの重視 
□個人のめあてを持ちやすくするために、よいプレイやふり返りを共有 
□磨くべき技能をパス・シュート・スペースへ走りこむの３つに焦点化 

□フェアプレイを重視した、友達のよいところに目を向けさせる指導 
□助け合いながら取り組むことができるようなチーム編成 

【目指す子供像に迫る手立て】 
□局面や機能的特性を理解したゲーム中心の授業展開 
□身につけた技術を使って意図的に得点できるようなグルーピン
グやルールの工夫 

□課題を見出し、解決に向けてどのようなプレイができたかをふ
り返る活動から得られた成長の価値づけとフィードバック 

□グループ活動を活性化し、チーム内技能を高めるための動画や
作戦アプリの活用 


